
ジェンダーギャップ解消等を通じた社会づくり事業 【奈良県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,709 千円

交付金額 1,354 千円

事業番号 １

県の女性の就業率は全国で最も低い水準である。奈良県ジェンダーギャップのな
い社会づくりに関する実態調査の結果では、固定的性別役割分担意識に賛成
の人の割合が全国と比較して高く、男女ともに家事と仕事の両立が困難に感じて
いる状況がうかがえる。
また、就業を希望しているが働けていない女性が約14％いる一方で、企業でも人
手不足が深刻となっている。そこで就業促進の妨げとなっている要因を①就業を
希望する女性と企業の間で求めるものに齟齬があること、②経営者の意識が希
薄であることの2点と分析した。

職場における女性活躍の推進を阻害している「固定的性別役割分担意識」の解
消を図りながら、「性別にかかわらず誰もが自分の希望に応じた働き方ができる職
場づくり」を推進するため、県内企業や自治体、教育機関のトップに、ジェンダー
ギャップやアンコンシャスバイアス（以下「ジェンダーギャップ等」という。）に関する現
状把握やジェンダーギャップ等の解消の必要性について理解を深め、「性別にかか
わらず誰もが自分の希望に応じた働き方ができる職場づくり」へのコミットメントを
もっていただくことを目的としたワークショップや事例紹介、交流会を実施。

・各分野別にターゲットを絞ったトップセミナーを開催したことで、市町村長、経営
者、保育施設長に対して、ジェンダーギャップ解消に向けた取組の必要性等につ
いて、効果的に訴えかけることができた。
・ワクワクWORKフェスティバルについて、「奈良県社員・シャイン職場づくり推進企
業表彰式」と合同開催をすることで、参加者側が幅広く優良事例を収集できるだ
けではなく、県内企業が自社の取組を幅広く周知できる機会となり、自社の取組
に対する自負や今後のロールモデルとして県内企業を牽引する存在として成長で
きる機会になった。

県内のより多くの企業が性別にかかわらず誰もが自分の希望に応じた働き方
ができる職場づくりを目的に取り組む。

地域におけるジェンダーギャップの解消を推進するため、個々の事業所や企業によ
る取組だけではなく、それらを面でつなぐような官民連携の取り組みを促進していく
必要がある。機運の高まっている市町村をモデルとして、市町村と域内の企業、経
済団体とが連携して各職場の環境や働き方を改善する取組に対して支援を行い、
他市町村に取組を横展開していきたい。

なら女性活躍推進倶楽部支援団体
・事業への広報協力
・女性活躍に向けた取組を実施

【構成 】
経済・労働関係 １６団体
人材育成関係 ２団体
行政 ３団体



事業の概要

【トップセミナーの開催】
●第1回（市町村長向け）トップセミナー（令和７年8月6日）
【テーマ】
「勤務環境改善に取り組むために～まずは公務職場から変えていく～」
講師：株式会社WillLab 代表取締役 小安 美和氏
参加者 42名

●第２回（県内企業向け）トップセミナー（令和７年11月７日）
【テーマ】
「人口減少社会を考える～未来への責任」
講師：全世代型社会保障構築本部総括事務局長 山崎史郎氏

パネルディスカッション①
「若者の声をきく～あなたは奈良県で働きたいですか？～」
モデレーター：一般社団法人ＧＥＮＣＯＵＲＡＧＥ 代表理事

   櫻井彩乃氏
パネリスト：若者2名

パネルディスカッション②
「若者・女性に選ばれる企業になるために」
モデレーター：株式会社WillLab 代表取締役 小安 美和氏
パネリスト：村島硝子商事株式会社代表取締役社長 村島 靖基氏

株式会社大隅電氣取締役 梅田 加都氏
わかくさ法律事務所 米澤 弘朗氏

参加者 34名

●第3回 （保育施設長向け）トップセミナー（令和８年３月3日）
【テーマ】
「性別にかかわらず働きやすく、やりがいのある職場づくりは保育の質にどの
ように影響するか」
トークセッション
ファシリテーター：合同会社WLBC関西 CEO 福井正樹氏

【ワクワクＷＯＲＫフェスティバルの開催】

奈良県社員・シャイン職場づくり推進企業表彰式
（令和８年２月２４日）

多くの企業経営者に向けて横展開を促進できるよう、「社員・シャイン職
場づくり推進企業表彰式」を開催しました。

受賞者による取組内容の発表

トークセッション
●テーマ
「次の表彰台に立つのはあなた！～ここから始める、社員が輝く職場づく
り」

●モデレーター：合同会社WLBC関西 CEO 福井正樹氏
ゲスト：受賞企業６社
参加者 34名

企業の取組内容の深堀り、これまでの課題や壁、今後の展望など
会場参加者からの質疑応答

登壇者：社会福祉法人どろんこ会 安永 愛香氏
立命館大学大学院 人間科学研究所 人間科学専攻
天野 諭氏

参加者 38名
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